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正答率の高い計算問題で得点を！
薬剤師国試の計算問題対策
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きなイオンは通さない半透膜の性質をもつことで生じる。

　図のように、半透膜の内相にタンパク質Ｐ5－（－5の電荷をもち5Na＋が
対イオンとなっている）の0.01mol/L水溶液を置き、外相には濃度が
0.1mol/LのNaCl水溶液を置いておく。平衡状態に達したとき、半透膜の外
相と内相のNa＋とCl－の濃度には次式が成立している。
［Na＋］外相・［Cl－］外相＝［Na＋］内相・［Cl－］内相

　平衡に達したときの半透膜の内相と外相のN a＋の濃度の差に最も近い値
はどれか。１つ選べ。ただし、浸透圧差に基づく物質の移動は考慮しない
ものとする。
１　0.01mol/L　　　　２　0.03mol/L　　　　３　0.05mol/L　　
４　0.07mol/L　　　　５　0.09mol/L

出題の特徴とアドバイス

　本設問は、イオンの半透膜透過に関する計算問題であり、問題中の文章と図
および式を用いて情報を整理し、解答する力を必要とします。
　物理では、出題基準における「反応速度」「酸と塩基」「物理平衡」「容量分析」
の各小項目で計算が頻出です。まずは既出問題を解くことから勉強を開始し、
頻出範囲の「単位に関する基礎知識をつける」「頻出の公式を覚える」ができ
たら、次は、「公式の意味」など内容の理解を進めましょう（解答番号２）
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　薬剤師国家試験では多くの科目で計算問題
が出題されます。例年20題ほどの出題です
が、106回国試では26題と増加し、107回国
試も同数出題されていました。107回国試の
計算問題の正答率には図に示す通り、科目に
よりバラツキがありました。また、計算問題

全体での平均正答率は106回国試での65.3％
と比較すると難化し、107回国試では56.1％
でした。これから108回国試に向けて勉強を
始める方はまず、必須問題や実務問題などの
ように正答率の高い問題から解けるようにし
ていきましょう。
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107回国試の傾向

　107回国試の科目別計算問題の傾向を示します（図）。「物理」では与えられ
た文章を考えて解答を導く問題が増え、正答率40～59％の問題が減少しまし
た。「薬剤」では物理薬剤に比べ、薬物動態に関する問題について既出問題ベ
ースの出題が多かったです。「実務」では散剤・液剤の計算を中心に平易な問
題が多く、正答率はすべて80％以上でした。
　計算問題を得点するためには、既出問題を暗記して解くだけでなく、式や問
題の内容を理解しながら学修しましょう。特に計算問題の出題が多い物理、薬
剤、実務について、107回国試の具体的な出題を示します。これから108回国
試に向けて計算問題の勉強を始めるための参考にしてみてください。

「物理」第107回国試　問94（参考正答率22％）

　生体膜の膜電位は、膜の両側におけるイオン濃度の不均衡によって生じ
る。そのイオン濃度の不均衡は、生体膜が水や小さいイオンは通すが、大
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